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日進市避難所運営マニュアル

運営本部6係

救護係について

1. 「救護係」を立ち上げる

●「救護係」のリーダー1名、サブリーダー2名を決める

2. 防災倉庫に「救護係セット」を取りに行く

●防災倉庫から「救護係セット」を出す

指示書はこの中にあります

※ 3名の内、女性が1名以上となるように！

※人数が足りない場合、避難者の中から随時メンバーを募る

3. 係名シートが入った防災ベストを着用
「救護係」メンバーの名札を作る

●養生テープに係名と名前（ひらがな表記）を記入し、
身体の前面と背面の見えやすいところに貼る

（例） きゅうごかかり

救 護 係

4. 救護・福祉避難スペースを設営する
●各スペースを設営する

●各スペースに受付を設置。
案内する避難者に2次名簿を記入してもらい、回収後受付係に渡す。

●集合スペース内にブルーシートを敷き、福祉・救護スペースを
確保

●けが人・病人、要配慮者受付の設置→施設管理者と相談の上、
救護スペースを設置（保健室、その他教室等）

●専用スペース、福祉スペースはワンタッチルームを活用し、個
別スペースを作る

●プチプチシートを敷いた段ボールベッドを設置
●案内看板の作成、掲示
『救護・福祉スペース』『要配慮者相談窓口』など

※太く大きな文字で、イラストを駆使し、漢字にはふりがなを
付ける

●既にスペース内に避難者がいた場合、2次名簿に記入してもらう
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5. 衛生用品を調達する

●防災倉庫や施設内にあるものをかき集める

・オムツ ・ウェットティッシュ

・救急セット（防災倉庫・保健室）

・清潔なタオル ・新聞紙

・ゴミ袋 ・使い捨て手袋 など

6. 医療・介護の経験者、有資格者を募集する

●「運営本部係」に募集の呼びかけ協力を依頼

●「受付係」で把握した有資格者を確認する

●直接、避難者に呼びかける

＜看板例＞ ぼらんてぃあぼしゅう
ボランティア募集

いりょう・かいごのしかくやけいけんがあるかた
医療・介護の資格や経験がある方

しゅわのできるかた

手話のできる方

7. けが人、体調不良者へ対応する

●「救護係記録」に状況を記入

●避難者の中から搬送サポート、車両提供者を募集

●医療処置が必要な人は病院へ運び、軽症の人は応急手当を行う

●病院への搬送時は、「運営本部係」に報告する

8. 要配慮者へ対応

●要配慮者とは

●判断がつかない場合は、行政職員や保健師等へ相談

自力で移動ができない、コミュニケーションをとることが著しく
難しい、退院直後の方、乳児・妊婦・産後間もない方など

●病院・福祉避難所・福祉避難スペースの利用基準に基づき、
対応を検討

●病院や福祉避難所への搬送時は、「運営本部係」に報告する

●避難者の中から搬送サポート、車両提供者を募集
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a. 自ら体調不良や困りごとを訴えられない方の把握

以下は、少し落ち着いたらやることです

b. 避難所運営委員会「保健衛生班」「要配慮者支援班」への移行

●2人1組になり、「気になる人リスト」を参考に避難所を巡回し、
声かけをする

●保健衛生班1～12（トイレ、ごみ、生活用品、衛生管理、
医療救護、健康管理、こころのケア対策、ペット）

●居場所、名前、年齢、状況を確認

●「運営本部係」、市職員、保健師と共有

●対処に困った場合は、医療・福祉の専門家につなぐ

●要配慮者支援班1～10（配慮が必要な情報把握、相談コーナーの
設置、定期巡回、女性や子どもへの暴力防止対策等）

「救護係」についての

お話しは以上です

ご清聴ありがとうございました










































